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森林内の放射性セシウム動態の全容解明にむけて 
〜森林に関するデータを整備し、その全体像を国際原⼦⼒機関から公表〜 

（筑波研究学園都市記者会、 

環境省記者クラブ、環境記者会、 

⽂部科学記者会、科学記者会、⼤学記者会、 

東京⼤学新聞、⽇経 BP 同時配付） 

令和２年 12 ⽉ 18 ⽇（⾦） 

国⽴環境研究所 

森林総合研究所 

筑波⼤学 

量⼦科学技術研究開発機構 

東京⼤学 

国⽴環境研究所は、森林研究・整備機構森林総合研究所、量⼦科学技術研究開発機

構、筑波⼤学、東京⼤学、海外の共同研究者と協⼒し、国際原⼦⼒機関（IAEA）が主導

する国際プロジェクト MODARIA II のワーキンググループ 4 の活動として森林内の放

射性セシウム動態に関するこれまでの膨⼤なデータを整備・取りまとめ、その概要を

2020 年 10 ⽉ 30 ⽇に国際原⼦⼒機関のホームページにおいてオンラインで IAEA 技術

報告書（IAEA-TecDoc）として公開しました。 

この報告書は、福島の森林での放射性セシウムの実態やその動態を網羅的に集約し、

⼀般性のあるデータや森林放射性 Cs 動態に関するパラメータとしてまとめたものであ

り、国内外で活⽤が期待されます。また本プロジェクトで作成したデータベースについ

ては、別途 2020 年 12 ⽉ 18 ⽇付で Springer-Nature から刊⾏されるデータ分野の学

術誌「Scientific Data」に掲載されます。 
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１．研究の背景 

 福島第⼀原⼦⼒発電所事故で影響を受けた⾯積の約 7 割が森林に覆われていま

す。事故後の様々な研究を通じて、森林内の放射性セシウムの分布は時間ととも

に変化してきたことがわかっています。事故後に国内の森林で⾏われた研究が

様々な形で報告されてきました。チェルノブイリ事故後と⽐較しても、⾮常に多

くの観測が⾏われてきており、多くの知⾒が集積しています。その⼀⽅で、統⼀

的に整理がなされてこなかったため、全容がわかりにくい状況にありました。こ

のことは海外からも指摘されていました。 

２．研究の⽬的 

このような状況の中、私たちの研究グループは、国際原⼦⼒機関のプロジェク

ト(MODARIA II: Modelling and Data for Radiological Impact Assessments

II)に加わり、福島原発事故から 9 年間の間に発表された、福島第⼀原⼦⼒発電所

事故後に発表された学術論⽂、各種機関による報告書やウェブ上で公開されたモ

ニタリングデータなどを海外の専⾨家とも協⼒して収集し、福島第⼀原発事故の

影響下にある森林⽣態系の放射性物質動態の実態把握とその時間経過について取

りまとめ、データベースを作成しました。この作成したデータベースについては

⼀般公開を予定しています。また、その全容を、IAEA の IAEA 技術報告書（IAEA-

TecDoc）として報告しています。

３．研究結果と考察 

 作成されたデータベースには、樹⽊、⼟壌、キノコの放射性 Cs 濃度が 8593

件、4105 件、3189 件、また、樹⽊、⼟壌における放射性 Cs 蓄積量が 471 件、

3521 件収録されています。そのうち、森林の放射性セシウム動態に関するデータ

を精査し、樹⽊から⼟壌への移動、樹⽊内部への取り込

み、⼟壌内の分布、きのこや⼭菜、野⽣動物への取り込み

率（移⾏係数）、環境半減期などについて、報告書として

取りまとめています。 

これらの値は、福島の森林での放射性セシウムの動態を

網羅的に集約し、⼀般性のあるデータとして表現した唯⼀

のデータセットです。また、国際原⼦⼒機関のプロジェク

トという国際的枠組として全世界に広く発信され、世界中

の研究者や⾏政担当者に活⽤されることが期待されます。
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図（例）IAEA 技術報告書 図 5.11 より 

樹種別の各部位の Cs 沈着量で正規化された放射性 Cs 濃度の時間変化 

４．今後の展望 

 今回公表したデータセットは、事故による森林内の放射性セシウム動態に対す

る理解とそれに基づいた今後の森林回復に向けた計画策定などに活⽤が可能で

す。今回、福島事故の特徴を明らかにできたことで、これまでのチェルノブイリ

事故での欧州の事例とも精緻に⽐較することが可能となります。事故直後から⾮

常に多くの観測が⾏われてきており、⽇本の放射性セシウム汚染実態を正確に国

際的に発信してきましたが、データベースとして公開し、誰でも利⽤できる形で

残すことで、より正確な実態把握と将来の汚染状況の把握の⼀助になることが期

待されます。 
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放射性セシウムの半減期は  30  年と⻑く、森林では今後も放射性セシウムの分布

が変化し続けていきます。そのため、森林でのモニタリングを継続していく必要

があり、今回の私たちの報告は国内における今後の対策⽴案のみならず、今後の

備えとして世界から注⽬されています。 

５．注釈 

放射性セシウム︓放射線を放出するセシウム。福島事故では主にセシウム  137  と

134  が放出されました。今回の研究ではセシウム  137  を対象としました。 

６．研究助成  

本研究は、科研費「16H04945」の⽀援を受けて実施されました。 
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筑波⼤学 ⽣命環境系 

准教授 加藤弘亮 

国⽴研究開発法⼈量⼦科学技術研究開発機構 

量⼦医学･医療部⾨ ⾼度被ばく医療センター  福島再⽣⽀援研究部 

環境移⾏パラメータ研究グループ グループリーダー ⽥上恵⼦ 

【報道に関する問い合わせ】 

国⽴研究開発法⼈国⽴環境研究所 企画部広報室 

kouhou0（末尾に@nies.go. jp  をつけてください） 

029-850-2308


